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★家畜衛生部長 あいさつ～新年度にあたって～ 
 本年４月より家畜衛生部長を拝命した品川雄太と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 出雲家畜衛生部へは平成６年度以来の久々の勤務となり、農家の皆様にお会いできる

ことを楽しみにしております。 

 さて、近年、「口蹄疫」や「高病原性鳥インフルエンザ」といった大きな家畜伝染病

が国内において発生し、家畜衛生行政の重要性が再認識され、県といたしましても万一

の発生に備え、農林振興センターをあげて、防疫の組織体制や必要装備の整備に取り組

むとともに、防疫演習を通じて職員一人一人の役割の確認を行っているところです。 

 農家の皆様におかれましては、日頃より家畜毎の「飼養衛生管理基準」を遵守の上、

家畜伝染病の侵入防止に引き続き取り組んでいただきますよう、改めてお願いいたしま

す。                                   (品川) 
 

★放牧検査を実施しています 
公共放牧場や共同牧場（林間、転作田・耕作放棄地を含む）で放牧する牛に対して、

放牧前後に血液検査や健康チェックを実施し、放牧場における伝染病の伝播防止や放牧

事故の低減を図っています。 

 

 

 放牧中は、毎日の観察と、ピロプラズマ原虫を媒介するダニの寄生予防などの衛生対

策を行いましょう！！ 

 検査を希望される場合は、放牧場の窓口（役場やＪＡ等）にご連絡下さい。   (尾﨑) 

 

★５条検査のお知らせ！！ 

家畜衛生部では、家畜伝染病予防法に基づき、乳用牛等を対象に３年に１回の定期検

査を実施しています。 ヨーネ病・ブルセラ病・結核病について検査を行っています。 

平成２５年度の５条検査の実施地域は、 

・ 出雲市（佐田町、多伎町、旧平田市） 
・ 飯南町 

です。 

 実施時期は、６月（出雲市）および１０月・１１月（飯南町）の予定です。 

  対象農家および関係機関の皆様には、ご協力をよろしくお願いいたします。 

                                     (原) 

島根県東部農林振興センター出雲家畜衛生部（出雲家畜保健衛生所） 
〒699-0822出雲市神西沖町 918-4  TEL(0853)43-7900  FAX(0853)43-2801 

検査する項目 ： ピロプラズマ病・牛白血病 など 



2 

★中国での鳥インフルエンザ（H7N9）発生状況について！！ 
人の感染状況についてはニュース等でさかんに報道されており、ご存じの方も多いと

思われますが、5 月 8 日現在で感染者 130 名（うち死亡 31 名）となっています。 

このため、中国政府が鶏やハト等のウイルス検査を行っており、5 月 7 日現在でのウイ

ルス分離状況は下図・表のとおりとなっていますが、いずれも臨床症状を示していない

低病原性のタイプです。関係者の皆様におかれましては、引き続き飼養衛生管理基準を

遵守していただき、本病の進入防止に万全を期していただきますようお願いします。 

(前原) 

 

★世界での口蹄疫発生状況について！！ 

 中国で発生しているのは鳥インフルエンザだけではありません。今年に入って７件も

口蹄疫が発生しています。鳥インフルエンザのように人に感染することはありませんが、

いったん本病が進入すると、その感染力の強さから瞬く間に蔓延し、甚大な被害を及ぼ

すことは、宮崎県での大発生でよくご存じだと思います。 

 鳥インフルエン

ザウイルスも同様

ですが、物流がグ

ローバル化するな

か、本病がいつ日

本に侵入してもお

かしくない状況で

す。 

自分の牛を守れ

るのは自分しかあ

りません。本病を

絶対侵入させない

つもりで飼養衛生

管理基準を遵守し

てください。                     

(前原)  
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★平成２５年度 職員紹介！～２課になりました！～ 

                           

家畜衛生部長                                          

品川 雄太 

（畜産技術センターより） 

 

 

家畜衛生課 

課長    矢田 恭一 (江津家保より) 

主幹(庶務) 後藤 幸子 

主任獣医師 高橋 優 (江津家保より) 

獣医師   尾﨑 優 

嘱託職員  森山 くみ子(４月より) 

(獣医師 廣江 朋子：育休中) 

 

防疫業務課 

課長     前原 智 (江津家保より) 

主任獣医師 土江 將文 (新規採用) 

獣医師   原 登志子 

嘱託職員  石飛 幾久世 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

業務内容                                 業務内容 

 ・肉用牛に関すること（担当：高橋）      ・飼養衛生管理基準指導（担当：前原） 

・受精卵移植に関すること（担当：高橋）   ・家畜の病性鑑定（担当：土江） 

・放牧牛の衛生対策（担当：尾﨑）         ・養豚、酪農の防疫指導（担当：土江） 

・薬事、獣医事に関すること（担当：尾﨑） ・養鶏、養蜂の防疫指導（担当：原） 

・家畜人工授精師に関すること（担当：尾崎） 

 

 

 

 

 

 

 

異動 
家畜衛生部長     若槻 義弘（退職） 

    家畜衛生グループ課長 高仁 敏光（隠岐支庁農林局へ） 

    主幹         安部 哲郎（食料安全推進課へ） 

    企画員        森脇 俊輔（益田家畜衛生部へ） 

    主任獣医師      藤原 和隆（畜産技術センターへ） 
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★家畜衛生部のＨ２４年度実績とＨ２５年度計画 

  出雲家畜衛生部の主な業務についての、Ｈ24年度の実績とＨ25年度の計画を簡単に

ご紹介します。                             (矢田) 

 

★ワクチンで異常産を予防しましょう！ 

水温むあたたかい季節となりました。そこで危惧されるのがヌカカによって媒介され

るアカバネ病等のウイルス感染症です。妊娠牛に感染しますと流早産、胎仔に対しては

水頭症、盲目、関節拘縮といった奇形を引き起こします。奇形は難産となるケースもあ

り、子牛も死亡し、親牛も帝王切開となり、産後の調子が悪くなるという最悪の結末も

ありえます。又、平成 23年には島根県内で数十頭もの生後感染事例が確認され、この病

気の恐ろしさを実感されたのも、記憶の新しいところでしょう。 

治療法のないこの病気の対策はただ一つ、ヌカカが活動する前のワクチン接種しかあ

りません。初めてワクチンを接種する牛には、初回接種の１カ月後に再度接種します。

その後は１年１回の接種で十分に病気を防ぐ事が出来ます。 

ご不明な点がありましたら、当所まで気軽にご相談下さい。 

毎日餌をやり、苦労して種付けをした牛が、流産したり、子牛が奇形であったりしたら

悔しいなんてもんじゃないですよね……。                  (土江) 

業務内容 Ｈ24年度実績 Ｈ25年度計画 備  考 

乳用牛の定期検査（３疾病） 1，065頭 1，720頭 法定検査 

防疫演習、防疫対応研修 10回 10回 危機管理対策 

高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ検査 1445例 1440例 巡回指導 

EBL（地方病性牛白血病）検査 397頭 400頭 清浄化対策 

病性鑑定（病気の原因検査） 59件、152例 発生時対応 野鳥検査含む 

肥育牛の飼養衛生管理指導 
11農場、 

検査  403頭 

４農場、 

検査  300頭 
地域ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

受精卵移植事業 
採卵 21頭、 

研修４回 

採卵 41頭、 

 

ET 

協議会連携 

放牧牛衛生検査 ２市２町 315頭 ２市２町 300頭 
公共・共同 

牧場 

その他の伝染病検査 ： 牛異常産、馬伝染性貧血、豚ｺﾚﾗ、 

ｵｰｴｽｷｰ病、ﾆｭｰｶｯｽﾙ病、腐蛆病等 

〇編集後記 

今年度も広報を担当することになりました尾﨑です。今年度は人事異

動により、当所の半分が新しいメンバーになりました。私はまだ採用２

年目ですが、当所の中では古株の一人になるのでしょうか?!今年度もよ

ろしくお願いいたします♪                         （尾﨑） 


